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活動報告/地域医療支援学講座の主な取り組み報告
【リレートーク第24回】出雲徳洲会病院 内科/総合診療科 佐藤 博 先生

島根大学医学部地域医療支援学講座



新入生説明会
場所：島大病院食堂「ラパン」

参加人数：48名

概要：島根県より、藤原孝之副

知事を向かえ、並河徹医学部長、井川幹夫病院長の出席を頂き平成30年

度の新入生との意見交換会が行われました。新入生は地域枠等入学の22

名が参加しました。出会える機会の少ない副知事の挨拶や、医学部長、

病院長の乾杯で会は始まりました。新入生は、緊張しながらも出身地・

趣味・島根大学を選んだ理由や医師になるための抱負等を自己紹介の中

でお話しました。島根と縁を結んだ22名のお話をとても頼もしく聞きま

した。今後、島根で大きく羽ばたかれることを願っています。

総合診療ワークショップ
場所 島根大学医学部みらい棟4階「ギャラクシー」

講師：角田 耕紀氏（飯南病院 院長）等飯南病院のスタッフ 他

概要 飯南町立飯南病院院長

角田耕紀先生をはじめ、飯南

病院・飯南町のスタッフの方

を講師としてお招きし、総合

診療ワークショップを開催し

ました。「高齢者の地域医療 ～患者さんの生活を診る～」をテーマと

して、ミニレクチャーを受け、グループディスカッション等を通して楽

しく学ぶことができました。参加学生も積極的に議論等に参加し、ス

タッフの皆さんのモチベーションの高さに強く感銘を受けました。

第9回プライマリ・ケア連合学会学術大会に参加しました。

山陰地域医療ミーティング
場所：島根県庁 第二分庁舎 101会議室

テーマ：「地域医療教育と分野別認証」

「奨学金制度と現状と課題」

概要：鳥取大学・鳥取県・鳥取県地域医療支援センター、島根大

学・島根県・しまね地域医療支援センターが集まりテーマに沿って

話しあいました。鳥取大学は、今年度分野別認証受審が予定されて

いて、準備前の問題点の洗い出しから受審のための全体の流れ、地

域医療教育についての取り組みについて説明がありました。当講座

や大学がどのように向かえば良いかとても参考になりました。この

会の名称は「山陰地域医療ミーティング」となり時期は4月か5月頃

に開催することで合意されました。

専攻医のつどい
場所 島根大学医学部みらい棟4階ギャラクシー

概要 総合診療専門医にふ

さわしい日常病外来診療を

行うことがきることを目的

として、平成30年度島根県

総合診療専攻医の集いを開

催しました。「たかが日常

病・されど日常病」をテーマとして、出雲市民病院の高橋賢史先生

を中心に、ロールプレイやクリニカルジャズを行いました。総合診

療専攻医の先生方も今後のブラッシュアップの機会になりました。

5/9 15:00-17:30

5/20 10:25-15:00

6/23 13:30-16:30

4/20 17:00-19:00

「島田君、地域医療や総合診療について勉強したかったら、学

会に行くといいよ」と谷口先生に声をかけていただいてから、

今回のプライマリケア学会学術大会で４回目の出席になります。

せっかく学会に参加するのだからと、毎年自分の主宰する地域

医療研究会の調査を基にしてポスター発表を行っています。今

回は浜田市弥栄町での終末期医療の意識調査を基に発表したの

ですが、なんと学生セッション優秀賞をいただきました。

毎年の調査の継続性や、学生らしい視点を評価していただいた

のだと思います。

これからも焦らず自分らしいペースで調査や発表を続けていく

所存です。

平成30年6月16日(土)～17日(日)にかけて三重県で行われた、第9

回プライマリ・ケア連合学会学術大会に参加しました。教員4名、

学生5名が今までの研究や取り組みについて発表しました。



地域医療セミナー ランチョンセミナー

4/23 12:00-12:30
-学生のあなたに伝えたいこと-

【場所】みらい棟1階 みらいラウンジ
【講師】島根大学医学部皮膚科学講座 講師

千貫 祐子 氏
【概要】子育てをしながら、
仕事の継続をし、美容外来の
先駆けとなったこと、アレル
ギーに関してあきらめないこ
だわりが大きな結果につなが
ったこと等、研究者としての姿勢について伺うことができました。現
象には必ず原因があると常に前向きに考え、納得のいくよう診療をす
ること。その診療が研究に繋がること。診療と研究の大切さについて
全体を通して力説されていました。千貫ワールドに引き込まれるよう
時間が経過しました。

【場所】みらい棟2階 共通カンファレンスⅠ

【講師】社会医療法人石州会六日市病院

重富悠乃 先生

【概要】重富先生は浅草生ま

れで、六日市病院に勤務して

10年目になられます。「家族

で向き合う地域と医療」とい

うテーマのもと、夫である重

冨雄哉先生とともに六日市病院で取り組んでいることについて、ご家

族のお話も交えながら、紹介していただきました。セミナー中、重富

先生は何度も繰り返し「改善」が大切であると言われました。実際に

六日市病院では「改善」のために「トヨタ式」を採用し、5Sが重要で

あることを、ワークショップを通して教えて頂きました。また、学生

からの質問もあり、活発にディスカッションを行われました。

重富先生ありがとうございました！

「家族で向き合う地域と医療」
～浅草生まれの江戸っ子が

吉賀町で10年目～

5/22 18:00-19:30

【場所】みらい棟2階 共通カンファレンスⅠ
【講師】島根大学医学部循環器内科 診療助教

佐藤 寛大 氏
【概要】循環器内科の面白さ
を存分に伺うことができまし
た。「TAVI」（経カテーテル
大動脈弁留置術）という聞き
なれない治療法を用いて、大
動脈弁狭窄症の患者さんに内
科的手術をしているというお話でした。診療の中では患者さんとの関
わりが楽しみで、病気のことから常生活のことまでお話をしていると
情熱的にお話くださいました。大学では留学や研修参加等の機会が多
いので、チャンスをものにすればどんな国でも行けて学ぶことができ
るとエールを送ってくださいました。

【場所】みらい棟2階 共通カンファレンスⅠ

【講師】浜田国保診療所連合体 佐藤誠 氏

【概要】佐藤先生は千葉県生ま

れ。和歌山県立医科大学を卒業

後、東日本各地で経験された後

、浜田に赴任されました。学生

時代に影響された本や、へき地

医療を実践されている先生の影響を受け家庭医療へ。病気の予防の重

要さを知り、予防をするなら国保診療所と決め浜田旭診療所に勤務。

地区の病気の予防のため現在データ分析中とのこと。お話を通して地

域医療に対する気持ちの変化や今後に対する夢が見えてきました。気

さくな中に地域医療に対する情熱がひしひしと伝わってくる講演でし

た。

「Iターンで島根の地域医療に飛び込んで」
―浜田市の中山間地で働いた医師の1例―

4/20 18:00-19:30

【場所】みらい棟2F 共通カンファレンスⅠ
【講師】島根大学医学部附属病院 腎臓内科

診療科長 伊藤 孝史 氏
【概要】「私の活きる道程」と
題してお話が始まりました。学
生時代に移植医療に関わりたい
と思ったことを留学で実践する
パワフルなお話を伺いました。
留学時代に体験した研究の面白
さや、それを発表する楽しさを魅力的にお話頂きました。「笑い療法
士」の資格をお持ちの先生から出る言葉の一つ一つがおかしく、面白
く笑いっぱなしでした。島根の腎疾患診療を支えたいとの思いで大学
の腎臓内科を立ち上げられたとのこと。「承前啓後」が好きな言葉の
一つ、「置かれた場所で咲きなさい」という言葉のように、島根で
「2.5人称」の医療を行う意気込みがひしひしと伝わってきました。
ありがとうございました。

5/24 12:00-12:30

6/20 12:00-12:30



平成30年度第3回地域医療セミナー
平成30年7月4日（水）18:00～19:30
島根大学医学部みらい棟2階共通カンファレンスⅠ
講師：平原佐斗司 先生
（東京ふれあい医療生活協同組合 梶原診療所 所長）

平成30年度総合診療専門医説明会
平成30年7月7日（土）13:30～17:15
島根大学医学部ゼブラ棟2階
カンファレンスルームだんだん
基調講演：草場鉄周 先生
（北海道家庭医療学センター 理事長
/日本プライマリ・ケア連合学会副理事長）

平成30年度ブラッシュアップ講習会
平成30年7月8日（日）9:40～11:50
島根大学医学部みらい棟4階ギャラクシー
講師：草場鉄周 先生
（北海道家庭医療学センター 理事長
/日本プライマリ・ケア連合学会副理事長）

平成30年度第4回ランチョンセミナー
平成30年7月17日（火）12:00～12:30
島根大学医学部みらい棟2階共通カンファレンスⅠ
講師：石村典久 先生
（島根大学医学部 第二内科 講師）

平成30年度第4回地域医療セミナー
平成30年9月14日（金）18:00～19:30
島根大学医学部みらい棟2階共通カンファレンスⅠ
講師：齊藤稔哲 先生
（気仙沼市立本吉病院 院長）

ワークライフバランスセミナー
平成30年9月27日（木）18:00～19:30
島根大学医学部講義棟1階国際交流ラウンジ
講師：島津明人 先生
（北里大学一般教育部人間科学教育センター教授）

平成30年度全学年会
平成30年9月28日（金）18:30～
出雲ロイヤルホテル
参加者：地域枠等学生、他関係者

内科/総合診療科

佐藤博 先生

出雲徳洲会病院
島根県出雲市斐川町直江3964-1

第24回リレートーク
H9年に島根医大を卒業し、H19年度より出雲徳洲会病院で、日々楽

しく勉強しながら仕事をしております。最近、つくづく「島根で医師

として働けて良かった！」と感謝しております。それは卒業後より全

国の病院を転々とし、たまたま島根で就職した当院が今までで一番働

きやすかったからです。徳洲会は選挙違反等もあってブラックな

（笑）印象もありますが、当院は当直明け勤務は午前のみで、有休も

必ず取る様に勧められます。そのお陰で毎年の富士登山（昨年は4回

も行きました！）、ラグビー、マラソン、予備自衛官訓練参加などの

有休ライフを楽しんでおります！今年も充実した仕事と休暇を過ごせ

る事に感謝して、患者さんやスタッフに「笑顔」でお返し出来る様に

したいです。

「遊んでばかりいるようで恐縮
ですが…（笑）」

編集
後記

春とは名ばかりの暑さが続く毎日でした。

セミナーにはたくさんの新しい顔が見えて、

より一層活動に力を入れていこうと思う次

第です。これからまた暑くなりますが、体

調には気を付けてお過ごしくださいませ。
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